
イネカメムシの防除指針（令和８年版） JA豊橋

イネカメムシの特徴
・加害時期が早い！
→不稔を引き起こし、収量減
→出穂期の防除が必須

写真：愛知県HP 病害虫図鑑より

斑点米カメムシの特徴
・穂が出そろった頃に加害
→斑点米の発生、品質低下
→穂揃い期の防除が必須

早い穂が
出始める

４～３日前 ０日 ７日後

写真：愛知県HP 病害虫図鑑より

左から、クモヘリカメムシ、ミナミアオカメムシ、ホソハリカメムシ

液剤
１回目

液剤
２回目

田んぼの様子

穂揃い期防除
１回だけでは
対策できない！

不稔対策 斑点米対策

出穂期からの日数

※穂が少しでも
外に出たら出穂。
田んぼの穂の
４～５割が出穂
したときが
出穂期。

防除適期

薬剤抵抗性防止のため、１回目と２回目では違う薬剤を使い
ましょう！
例：１回目 キラップフロアブル→２回目 スタークル水溶剤

液剤

出穂期※

出穂の様子

穂揃い期

８月出穂期の品種（あいちのこころ、あいちのかおりSBL等）
では7月出穂の品種でイネカメムシの発生が少なければ省略可能



イネカメムシの防除指針（令和８年版） ＪＡ豊橋

イネカメムシの特徴
・加害時期が早い！
→籾が詰まる前に吸汁するので不稔を引き起こし、
収量減

→出穂期の防除が必須

写真：愛知県HP 病害虫図鑑より

斑点米カメムシの特徴
・穂が出そろった頃に加害
→斑点米の発生、品質低下
→穂揃い期の防除が必須

出穂期※早い穂が
出始める

４～３日前 ０日 ５日後

写真：愛知県HP 病害虫図鑑より

左から、クモヘリカメムシ、ミナミアオカメムシ、ホソハリカメムシ

田んぼの様子

穂揃い期防除
１回だけでは
対策できない！

出穂期からの日数

薬剤抵抗性防止のため、１回目と２回目では違う薬剤を使いましょう！
粒剤は効き始めるまでに時間がかかるので、散布時期に注意！

１回目
キラップ粒剤

２回目
スタークル粒剤

防除適期

７日前

イネにゆっくり吸収される。
出穂期に効かせたいので、その７日前に散布。
処理時は深水にし、なるべく湛水状態を保つ。

７日後

イネに早く吸収される。
出穂７日後に効かせたいので、その２日前に散布。
処理時は水深３cm以下の浅水状態にする。

粒剤

不稔対策 斑点米対策

出穂の様子

穂揃い期

※穂が少しでも
外に出たら出穂。
田んぼの穂の
４～５割が出穂
したときが
出穂期。

穂が出る前

８月出穂期の品種（あいちのこころ、あいちのかおりSBL等）で
は7月出穂の品種でイネカメムシの発生が少なければ省略可能


